
Ⅰ 平成３０年度みえスタディ・チェックの概要 

 

１ 目的 

・児童生徒が自らの学習内容の定着状況を確認し、目標を持って主体的に学

習に取り組む意欲を育む。 

・学習指導要領の趣旨や内容に基づき、児童生徒の学習内容の定着状況を把

握し、授業改善及び個に応じた指導の充実等、各学校が組織的かつ継続的

な PDCA サイクルを確立し、子どもたちの学ぶ意欲や学力の向上のための

取組を促進する。 

 

２ 実施日及び対象学年・対象教科、実施校数 
 第１回 第２回 

実施日 

実施基準日：４月 18 日（火） 
※上記実施日を含め、４月 17 日（月）
から４月 21 日（金）までの期間に
実施 

実施基準日：1 月 30 日（水） 
※上記基準日を含め、１月 15 日（火）
から２月 15 日（金）までの期間に実
施 

対象学年 
小学校４年・５年 
中学校１年・２年 

小学校５年 
中学校２年 

対象教科 国語、算数・数学、理科 国語、算数・数学 

実施校数 
小学校 352 校 
中学校 152 校 

小学校 351 校 
中学校 144 校 

 

３ 第 2 回みえスタディ・チェックについて 

（１）改善点 

第２回（１月実施）は、４月実施からの定着状況の確認や経年での比較検

証ができるよう、これまでのみえスタディ・チェックや全国学力・学習状況

調査の問題を活用し、同一、同趣旨の問題で作成しました。 

 

（２）結果を活用した取組 

  〇学校や市町教育委員会が、設問別に過去の状況と比較分析し、子どもた

ちの「できていない」ことを「できる」ようにする取組を年度内に計画

的に進め、どれだけ「できるようになったか」を確認できるよう、次の

取組を行いました。 

・学校ごとの過去の正答率や今回の正答率等を一覧にし、市町教育委員 

会に提供しました。（1 月、3 月） 

・各設問に対応したワークシートを、市町教育委員会を通じて学校に提 

 供（２月）しました。 

  〇市町教育委員会では、県が提供した正答率一覧を活用して、所管する学 

校の設問ごとの改善状況を分析し、学校の状況に応じた支援を進めてい 

ます。 

  〇学校では、設問別に「できていない設問」を把握し、子どもたちの状況 

に応じてワークシート等を計画的に活用して、理解・定着につなげる取 

組を行い、その取組による定着状況の把握を進めています。 

 

 



４ 第 2 回みえスタディ・チェックの各教科の改善状況 

（１）教科別の平均正答率 

《結果》 

小中学校ともにいずれの教科も過去からの改善が図られています。 

    小学校では算数、中学校では国語が大きく改善しています。 

小学校５年生 今回の県平均正答率 過去の県平均正答率 改善状況 

国語 ５７．５％ ５２．７％ ＋４．８ 

算数 ５５．４％ ４８．４％ ＋７．０ 

 

中学校２年生 今回の県平均正答率 過去の県平均正答率 改善状況 

国語 ５８．０％ ５１．３％ ＋６．７ 

数学 ５３．３％ ４９．７％ ＋３．６ 

 

（２）教科別の改善された設問数（全設問数に占める改善された設問数の割合） 

小学校５年生 改善された設問数（割合）  

国語 １１ /１７問（ 64.7%）  

算数 １０ /１５問（ 66.7%）  

 

中学校 2 年生 改善された設問数（割合）  

国語 １２ /１６問（ 75.0％）  

数学 １４ /１７問（ 82.4％）  

 

（３）設問別の改善状況 

① 第１回（４月実施）の同一の問題で出題した設問 

《結果》 

小学校５年生と中学校２年生が４月に実施した同じ問題で正答率を比

較すると、いずれの設問も改善が図られていますが、中学校数学の割合

の設問は、改善が十分ではありません。 

小学校５年生  設問番号と出題内容  今 回 の 県 平 均 正 答 率  過 去 の 県 平 均 正 答 率  改 善 状 況  

国語 
１ 一 （ ５ ）：「 き か い（ 機 会 ）」（ 書き ）  55.4% 19.5% ＋35.9 

１ 二 （ ２ ）： 文 の 主語 を 選 択 （ 接続 語 を含 ん だ 文 ）  54.6% 36.0% ＋18.6 

算数 

１ （ ３ ）： 親 パ ン ダの 体 重 は 子 パン ダ の体 重 の 何 倍 か  87.8% 54.8% ＋33.0 

２ （ １ ）： 180°よ り 大 き い 角 の 大 きさ   44.9% 24.2% ＋20.7 

２ （ ２ ）： 山 を 下 るの に か か っ た時 間  52.8% 36.0% ＋16.8 

 

中学校２年生  設問番号と出題内容  今 回 の 県 平 均 正 答 率  過 去 の 県 平 均 正 答 率  改 善 状 況  

国語 

１ 一 １ ：「 前 途 」（ 読み ）  75.1% 57.9% ＋17.2 

１ 二 １ ：「 し ょ ち 」（書 き ）  63.2% 41.6% ＋21.6 

１ 四 ア ： 文 の 主 語 を選 択  67.9% 59.5% ＋8.4 

数学 
１ （ ５ ）： 今 月 akg で 先 月 よ り 20%多 い と き の 先 月 の 量  5.3% 3.0% ＋2.3 

２ （ ２ ）： 反 比 例 のグ ラ フ  63.1% 48.8% ＋14.3 

 



② 平成 30 年度（29 年度）全国学調の同一の問題で出題した設問 
《結果》 

小学校６年生、中学校３年生が４月に実施した全国学調と同じ問題で
正答率を比較すると、改善が十分ではありません。 

  小学校国語の漢字を書くことや算数の「除法の意味の理解」で、改善 
が図られていません。 

小学校５年生  設問番号と出題内容  今 回 の 県 平 均 正 答 率  過 去 の 県 平 均 正 答 率  改 善 状 況  

国語 

１ 一 （ ３ ）：「 せ い 限」（ 書 き ）  49.9% 72.5% －22.6 

１ 二（ ３ ）：主 語 と 述語 が つ な が り合 って い な い 文 を 選 択 し、

文 を 正 し く 書 き 直 す  
35.9% 33.5% 

＋2.4 

算数 １ （ ２ ）： 12÷0.8 で 求 め ら れ る 問 題  27.6% 36.9% －9.3 
 

中学校２年生  設問番号と出題内容  今 回 の 県 平 均 正 答 率  過 去 の 県 平 均 正 答 率  改 善 状 況  

国語 
１ 四 イ ： 心 を 打 た れる の 意 味  95.4% 94.7% ＋0.7 

１ 四 ウ ： 主 語 を 明 らか に し た 一 文  23.0% 20.1% ＋2.9 

数学 

３ （ １ ）： 三 角 形 の合 同 条 件 を 使っ て 証明  47.6% 46.1% ＋1.5 

３ （ ２ ）： 図 形 の 性質 を 用 い て ，角 度 を求 め る  61.4% 59.5% ＋1.9 

５ （ １ ）： 中 央 値 とい う 語 句  53.4% 50.4% ＋3.0 

５ （ ３ ）： 度 数 分 布多 角 形 の 特 徴を 説 明  17.5% 16.3% ＋1.2 

 
③ その他の設問で過去からの改善の図られていない設問 
《結果》 

過去に実施したみえスタディ・チェックや全国学調と同じ問題で正答 

率を比較すると、改善が図られていない設問があります。 
国語では、要約や引用して自分の考えを書くことに課題があります。 

  算数・数学では、基本的な四則計算に課題があります。 

小学校５年生  設問番号及び出題内容 今 回 の 県 平 均 正 答 率  過 去 の 県 平 均 正 答 率  改 善 状 況  

国語 

１ 一 （ １ ）：「 加 え る」（ 読 み ）  93.8% 94.3% －0.5 

１ 一 （ ４ ）：「 そ う だん 」（ 書 き ）  61.2% 61.7% －0.5 

１ 二 （ １ ） ２ ： 文 の 主 語 を選 択 （ 修 飾語 、 被 修 飾 語 を 含 ん

だ 文 ）  
54.7% 55.6% －0.9 

２ 一 ： 登 場 人 物 の 関係  72.7% 73.9% －1.2 

２ 三 ： 登 場 人 物 の 気持 ち に つ い て自 分の 考 え を ま と め る  33.1% 36.4% －3.3 

算数 

１ （ １ ）： 6÷0.5×2 の 計 算  62.3% 63.2% －0.9 

３ （ １ ）： 計 算 の 結果 の 見 通 し  92.3% 94.5% －2.2 

５ （ ２ ）： 数 の 表 す意 味  65.2% 68.1% －2.9 

５ （ ３ ）： 合 計 を 表 す グ ラ フ  75.5% 76.1% －0.6 
    
中学校 2 年生  設問番号及び出題内容 今 回 の 県 平 均 正 答 率  過 去 の 県 平 均 正 答 率  改 善 状 況  

国語 

１ 三 イ ：（ 白 羽 の 矢が ） 立 つ  49.7% 51.9% －2.2 

１ 三 ウ ：（ 手 塩 に ）か け て  50.7% 57.7% －7.0 

１ 六 ： 単 語 の 類 別 （ 動 詞 ）  55.3% 58.0% －2.7 

３ 一 ： 物 語 文 の 表 現の 工 夫  63.5% 63.8% －0.3 

数学 

１ （ １ ）： 2/5×0.6 の 計 算  60.6% 66.7% －6.1 

１ （ ４ ）： 等 式 の 変形  65.9% 67.1% －1.2 

５ （ ２ ）： 相 対 度 数を 求 め る 式  41.4% 42.4% －1.0 



5 みえスタディ・チェックの分析総括 

（１）国語、算数・数学（第 2 回みえスタディ・チェックを中心に） 

小 学 校 5 年 生  改善点 課題 

国語 

・「段落ごとの内容を捉え

ること」について定着

が図られました。 

・「主語と述語がつながりあっていない文を

選択し、文を正しく書き直すこと」や経

年的課題である「文章を要約すること」、

「根拠に基づいて自分の考えを書くこ

と」は、改善が十分ではありません。 

算数 

・「180°よりも大きい角

の大きさを求めるこ

と」や「条件に合う時

刻を求めること」につ

いて定着が図られまし

た。 

・6÷0.5×2 のように「整数と小数の四則計

算」に課題が見られます。 

・「12÷0.8 の式で求められる問題を選択す

ること」や「わる数が１より小さくなる

場面で何倍かを求めること（16÷40）」に

ついて課題が見られます。 

 

中 学 校 ２ 年 生  改善点 課題 

国語 

・「修飾語などの言葉の特

徴やきまり」について

定着が図られました。 

・「主語を明らかにして文を書くこと」や「要

約して書くこと」は、改善が十分ではあ

りません。 

数学 

・「垂線の作図方法」につ

いて定着が図られまし

た。 

・2/5×0.6 のように「分数と小数の四則計

算」に課題が見られます。 

・「割合などを含む数量関係を文字式に表す

こと」や「資料の傾向を的確に捉えるこ

と」は、改善が十分ではありません。 

 

（２）理科（第 1 回みえスタディ・チェックを中心に） 

＜小学校＞ 

改善点 課題 

・「昆虫の育ち方の順序」や「植物の

体のつくりの共通点」について定

着が図られました。 

・「温度計を適切に操作すること」や「実験

結果をもとに考察して分析すること」に

課題が見られます。 

 

＜中学校＞ 

改善点 課題 

・「水の深さと水圧の大きさの関係」

や「蒸散のはたらき」について定

着が図られました。 

・「実験結果をもとに考察して分析するこ

と」や「顕微鏡を適切に操作すること」、

「特定の質量パーセント濃度の水溶液の

溶質と水のそれぞれの質量を求めるこ

と」に、課題が見られます。 

 


